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2-1. 研究課題 マスクを用いた呼吸計測手法の開発とスポーツトレーニング・呼吸リハビリテーションへの応用 

2-2. 研究目的 

本研究では、日常的に用いるマスク表面の温度変化を小型温度センサでセンシングすることで手軽に

呼吸を計測する手法の開発を行う。さらに、開発したデバイスを用いて、スポーツのトレーニングへの応

用や呼吸器疾患のリハビリテーションへの応用可能性を検討した。 

2-3. 研究内容 
本共同研究にて、日常的に手軽に利用可能な呼吸計測手法を確立に向けて、計測デバイスの開

発と、呼吸トレーニング指導に活用した際の有用性や使用感の面からの評価を行った。 

3. 当概年度に 

実施した内容 

共同で記入して下さい 

 

呼吸計測は、生理現象の観測に基づく運動能力や健康状態の計測のみならず、障がい者向けの入

力インタフェースとしても利用されている。しかし、使用されている計測機器は、頭部を固定して呼吸を計

測するものや気流計のチューブが接続されたガスマスクのようなものなど、日常的な使用に適さないもの

が多い。そこで、本研究では、日常的に用いるマスク表面の温度変化を小型温度センサでセンシングす

ることで手軽に呼吸を計測する手法の開発を行った。当該年度においては、開発したデバイスを用い

て、スポーツのトレーニングへの応用や呼吸器疾患のリハビリテーションへの応用可能性を検討した。 

4. 当該年度に 

得られた成果 

 

本年度の研究により、マスク表面に設置した小型センサによって、呼吸に伴う温度変化を安定して取

得できることを確認し、日常環境下での呼吸計測の可能性を示した。また、取得した温度データに基づ

き、座位において、呼吸トレーニングによる呼吸パターンの識別が可能であることや、従来方法と比較し

て遜色なく呼吸トレーニング指導に応用できる可能性を確認した。 

 

5. 現状の課題と今後の見直し・展望 

現状の課題として、運動中などの呼吸困難を生じる条件下において、本装置を用いた呼吸トレーニングの有用性が十分に検証さ

れていない点が挙げられる。今後は、運動負荷状態における実証実験を通じて、本装置の呼吸トレーニングへの有用性および適用

範囲を検証する。 

 

 


